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物質の電子状態の変化により結合力が増す効果で形成される天体

Formation of celestial body that was caused by the change of

electronic states of matter
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　従来の天体の形成理論では星間ガスの重力崩壊と宇宙塵の集積と凝縮が論議されました[1]。物質の塊は大き

くなるに従い収縮した電子状態に変化して自己凝集して結合力を増します。ここでは、天体の形成において物

質の凝集よる電子状態の変化の効果を論議します。 

　短距離力のクーロン力と長距離力の万有引力が同時に作用しています。隣接した原子の10-10m程度の近傍に

おいて万有引力の1036倍も強力な物質を形成する近距離力が作用します。星間物質には水の分子が含まれてい

て、その分子による分子間結合も宇宙塵の塊の成長に寄与します。一般に、物質が大きな塊になると電子状態

間の相互作用が大きくなります。また、電子状態が収縮した状態になると、エネルギーが低い状態になりま

す。なお、塊の内部で構成要素の接触点の近傍だけが近距離力で結合に寄与する場合には構成要素が大きくな

ると接点の結合の効果の割合は減少します。 

　他方、万有引力は質量が増えると接点に関係なく累積されます。そして、質量が2.0x109kgを超えると重力

が近距離力を凌駕します。大きな微惑星は小さい微惑星を取り込みます。天体が大きくなると水素ガスの重力

崩壊の核になり天体の成長を加速します。天体の成長で微粒子が接触して近距離力で成長するので時間がかか

ります。他方、天体が巨大になり、宇宙塵の 100 倍も有る星雲ガスの重力崩壊が始まると短時間で成長が進行

します。巨大惑星形成時間の問題は水素ガスの重力崩壊の以前に原始惑星が成長したとすれば解決です。太陽

は第一世代の恒星ではないので、核融合を始める前の中心部には固体のコアがあり、その外側に金属の電子状

態の水素がありました。そこで、固体のコアの外層の水素外層底部で核融合が始まります。 

　46億年前に太陽の中心部の固体のコアの外側の水素層で核融合が始まり、核融合反応で固体のコアが爆発し

たことを隕石に含まれる放射性物質が物語っています。 

　詳しくは “https://youtu.be/Wi5G2F_pDXM ”, “https://youtu.be/BrzQAS2rr8Y” をご覧ください。 
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